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本日は、お忙しいなか、附属図書館リニューア

ルオープンの式典にご臨席いただき、ありがとう

ございます。文部科学省からは、遠路、鈴木研究

振興局参事官にご臨席いただき、本学関係者だけ

でなく、県内の教育関係機関からも多数ご臨席い

ただきましたこと、大変うれしく光栄に存じます。 

旧図書館は、昭和 45 年の建設ですので、44 年

ぶりの耐震改修工事となりました。設計準備段階

から、前館長の長谷川成一先生、現学生課長の工

藤課長が陣頭指揮をとり、ご苦労されてこられま

した。本日無事に、リニューアルオープンを迎え

ることとなりましたが、あらためて、附属図書館

の歴代館長や図書館職員の方々が、今まで築いて

こられた数々のご功績に敬意を表し、その伝統を

受け継ぐことに重責を感じております。 

図書館の歴史は古く、世界的には、紀元前７世

紀のアッシリアの図書館、紀元前３世紀のアレク

サンドリア図書館などが有名です。日本において

は、８世紀、律令制の時代に誕生した「図書寮（ず

しょりょう）」が最古といわれています。一般のた

めに開かれた施設ではありませんが、「文殿（ふみ

どの）」に、国家の蔵書や仏教・儒教関連の書物な

どを保管し、あわせて国史の編纂、本の装丁、仏

像の管理も行っていました。 

公開の図書館としては、奈良時代後期、大納言

の貴族、石上宅嗣が平城京（私の故郷、現在の奈

良市）に創設した私設の図書館「芸亭（うんてい）」

が最も古い図書館として知られています。蔵書を

開放し、教育機関としての機能も持っていました。 

実は、「図書館（としょかん）」と呼ばれるのは意

外に新しく、幕末明治初期には、「文庫」「書院」

「書庫」などと呼ばれ、「図書館」は使われていま

せんでした。「図書館」が使われるのは、明治 20

年以降で、当初、よみは「ずしょかん」「としょか

ん」の二通りありました。もっぱら「としょかん」

と呼称されるようになるのは、大正（1912 年）以

降のことです。国家の成熟や発展とともに、図書

館の役割や機能、また名称も変化を遂げてまいり

ました。 

さて、本日、弘前大学附属図書館も、新たな役

割や機能を備え、弘前大学の中での大きな使命を

担って活動を再開いたします。 

附属図書館は、大学の教育研究にとって必要不

可欠な重要拠点です。学術情報の集積という、従

来の役目はもちろん果たさなくてはなりません。

しかし今後は、地域に開かれた、知の交錯する場

所、という機能がより重要になってくると思いま

す。今や、座ったまま、自宅や研究室にいながら

にして、わざわざ図書館に足を運ばなくても、必

要な本や資料、情報を手に入れることができます。

自分で必要だと思ったことに関しては、インター

ネットの活用によって事足り、大変便利な時代に

なりました。 

しかし一方で、そうした環境では、自分の想定

内の世界を見ることしかできないともいえます。

図書館を散策することで、今まで全く頭に浮かん

だことのない本や資料に出逢い、全く新たな発想

を生むきっかけをつかむことができるかもしれま

せん。また、今まで話す機会のなかった、専門分

野の違う友人や先生と出逢い、意見交換すること

ができるかもしれません。 

想定外の世界を知る、違う自分を発見する、そ

んな可能性がみつかる、知識の交流が生まれる図

書館利用が拡がればと期待しています。 

また今後は、教育にも積極的に関与していきた

いと考えています。情報源をどう利用すれば、学

生の認知や思考が活性化し、学習効果を生むのか、

そうした学習支援についても、図書館の果たすべ

き役割のひとつとして検討して参ります。社会や

地域と、図書館がどのように連携できるかも課題

のひとつです。 

ここで図書館がどのように変わったか、簡単に
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お話しいたします。耐震とともに、バリアフリー

化を図り、安全な環境を実現したこと、多様な学

習環境を提供する「ラーニングコモンズ」を充実

したこと、閲覧室の機能改善など学習環境の整備

充実を図ったこと、そして、資料収蔵能力を向上

させたこと、が大きな改修ポイントです。図書館

外観でいえば、２階の入り口を１階にし、総合教

育棟側に移動しました。身障者用のエレベーター

やトイレの設置、階段を広くするなど、安全性に

も配慮しています。 

図書館入口すぐに総合カウンターを配置し、利

用者の利便性を向上させました。案内表示も統一

性のとれたものとなり、館内では、青森の伝統文

化、こぎん刺しやサクラ、弘前城などのモチーフ

を見つけることができるでしょう。 

教育的な機能の充実は、今回の改修ポイントで

もありますが、グループ学習や少人数での主体的

な学修を支援するためのスペースがいくつか設け

られています。館内の新しい什器、かわいい机や

椅子は、どんなものが使いやすく、どんな配色の

ものが学ぶ環境にふさわしいか、現場の図書館職

員が議論しながら、一生懸命に選定してくれたも

のです。 

リフレッシュするスペースとして、オープンラ

ウンジとオープンテラスを設け、このエリアのみ、

ペットボトル飲料などが持ち込めるようになりま

した。 

弘前大学らしさ、青森の地域色を何とか出した

い、と１階閲覧室のテーブルパネルには、こぎん

刺しを採用し、ブナコのペンダントライトを取り

入れました。少し高価だったことや設置場所など

に課題があり、大変苦労しましたが、三上課長は

じめ業者の方々がそれぞれに尽力してくださり、

実現することができました。 

資料の保管については、新しく集密書架を設置

し、約 10 万冊収蔵能力を向上させています。３階

部分は、パソコンサテライトと視聴覚資料が利用

できるブースになっています。 

このリニューアルオープンの機会に少しでも弘

前大学の附属図書館に興味をもっていただき、本

学の学生や教職員だけでなく、地域の方々も足を

運んでくださればと願っています。多くの人が立

ち寄り、利用したくなる図書館でありますよう、

今後も皆様からのご意見を頂戴しながら、日々努

力して参ります。 

最後になりましたが、改修にあたっては、多く

の関係部署に多大なご協力を賜りました。 

学長先生はじめ、お世話になった教職員すべて

の方々にこの場を借りて深くお礼申し上げます。

大学を取り巻く社会や環境は、大きく変化してい

ます。図書館だけが従来のままであってよいはず

はありません。今後、 弘前大学の図書館としてど

うあるべきかはもちろん、地域社会や教育にも貢

献する図書館像を意識し、新たな諸課題について、

気持ちを引き締め、職員一同、研鑽を積む覚悟で

ございます。 

今後の叱咤激励とご支援ご協力をお願い申し上

げ、挨拶とさせていただきます。 

 （2014 年 10 月 1 日） 

（こおり ちずこ）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


